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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策 17 危機管理・消防 

危機管理・消防では、施策の目標である、危機管理体制の強化、消防力の強化を図るため、下記

の実施計画事業に取り組みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

東日本大震災、大規模集中豪雨の増加、国土強靭化の推進 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○防災用品備蓄事業 

○指令業務共同化及び無線デジタル化事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 29.3 ポイント上昇した。 

また、自主防災組織団体数が 184 団体から 221

団体に増加するなど、危機管理体制の強化が図ら

れたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境   

安 全 安 心  危機管理・消防に関する取り組み全般 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  女性や妊産婦、災害時要援護者のニーズに応じた備蓄 

健 康   

文 化  多言語防災ガイドマップの作成 

子 育 て   

教 育  小中学校における消防活動の紹介、消防署の見学 

協 働  市地区防災訓練、自主防災組織、総合防災訓練、自治会防災活動、婦人消防クラブ、

事業所自衛消防操法大会 

地 域 経 済   

Ｉ Ｃ Ｔ  災害用通信回線の整備、消防指令管制システム 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策 18 治水 

治水では、施策の目標である、水害のないまち、水害に対する意識の啓発を図るため、下記の実

施計画事業に取り組みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

大規模集中豪雨の増加、ゲリラ豪雨の頻発、河川の増水 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○都市基盤河川改修事業 

○排水路整備事業 

○排水施設整備事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 16.0 ポイント上昇した。 

また、水路改良工事を 480ｍ延長するなど、治水

能力の向上が図られたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  多自然型護岸の整備、雨水浸透桝の設置による地下水の涵養 

安 全 安 心  治水に関する取り組み全般、水害ハザードマップの作成 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ   

健 康   

文 化   

子 育 て   

教 育   

協 働  市民あま水条例（市川市宅地における雨水の地下への浸透及び有効利用の推進に関す

る条例）による雨水浸透施設・雨水小型貯留施設の設置の推進 

地 域 経 済   

Ｉ Ｃ Ｔ  Web 等を活用した水位状況等の公開 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策 19 防犯 

防犯では、施策の目標である、防犯まちづくりの推進を図るため、下記の実施計画事業に取り組

みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

ネットワーク型街頭防犯カメラシステム、電話等による特殊詐欺の増加 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○防犯対策事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 45.4 ポイント上昇した。 

また、刑法犯認知件数が 6,508 件から 3,378 件

に減少するなど、防犯対策事業の向上が図られた

ことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  青色防犯パトロール車両におけるエコドライブの実施 

安 全 安 心  防犯に関する取り組み全般 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ   

健 康   

文 化   

子 育 て   

教 育  出前防犯講座、いちかわ市民防犯講演会の実施 

協 働  青色防犯パトロール、ボランティアパトロール、街の安全パトロール 

地 域 経 済   

Ｉ Ｃ Ｔ  防犯メール情報配信サービス、GIS の活用、ネットワーク型防犯カメラシステムの整備 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策20 交通安全 

交通安全では、施策の目標である、道路の安全性の向上、適切な自動車交通の誘導、交通安全に

関する意識啓発を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

チャイルドシートの義務化、飲酒運転の厳罰化、あおり運転の厳罰化、電動自転車の普及、子ど

もの自転車利用時のヘルメット着用、高齢者の運転免許自主返納のサポート、高齢者の自動車運転

事故の増加、キッズゾーンの普及 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○まごころ道路整備事業 

○狭あい道路対策事業 

○橋りょう長寿命化計画事業 

○交通安全施設整備事業 

○自転車安全利用啓発事業 

【10 年間の事業額推移】 

 
➂ 設定した目標値に対する現状の数値 

  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 28.0 ポイント上昇した。 

また、まごころゾーンの数が 2箇所から 27 箇所

に増加するなど、安全な交通環境の整備が図られ

たことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境   

安 全 安 心  交通安全に関する取り組み全般 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  不法看板や通行障害の撤去 

健 康   

文 化   

子 育 て  キッズゾーンの整備 

教 育  交通安全教育（交通安全教室）、交通マナーの徹底 

協 働  地域交通安全活動推進委員・交通安全協会との協働 

地 域 経 済   

Ｉ Ｃ Ｔ  GIS の活用（事故データの集積、ヒヤリ・ハット体験情報） 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策21 ユニバーサルデザイン 

ユニバーサルデザインでは、施策の目標である、まちのユニバーサルデザイン化、公益施設のユ

ニバーサルデザイン化を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

訪日外国人の増加、高齢者の増加、バリアフリー化の推進、多言語表記の推進、高齢者、障害者

等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○人にやさしい道づくり重点地区整備事業 

○公民館営繕事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 43.0 ポイント上昇した。 

また、バリアフリー化された建築物の数が 14 箇

所から 16箇所に増加するなど、公益施設のユニバ

ーサルデザイン化の推進が図られたことがうかが

える。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境   

安 全 安 心  歩行空間のユニバーサルデザインによる整備（人にやさしい道づくり）、公共施設の整

備・改修時におけるユニバーサルデザインの導入 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  ユニバーサルデザインに関する取り組み全般 

健 康  ユニバーサルデザインに配慮したスポーツ施設等の整備 

文 化  ユニバーサルデザインに配慮した文化施設の整備 

子 育 て  ベビーカー等に配慮したバリアフリーな歩道等の整備 

教 育  ユニバーサルデザインに配慮した学校や社会教育施設の整備 

協 働  市の配布物等への大学の協力の検討 

地 域 経 済  デザイン分野での新たな市場の創出、製品開発、技術革新 

Ｉ Ｃ Ｔ  アクセシビリティに配慮した Web ページの公開 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策22 道路・交通 

道路・交通では、施策の目標である、環境負荷を軽減し都市機能を向上させる道路交通、鉄道断

面、渡河部における交通混雑の解消、快適な歩行者自転車空間づくり、公共交通の充実、道路の管

理を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

自転車専用道路・歩行者専用道路・キッズゾーンの普及、電気自動車の普及、道路照明灯におけ

るＬＥＤ照明の普及、トンネル崩落事故、渋滞の解消、東京外かく環状道路の開通、都市計画道路

3・4・18 号の開通                                  など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○都市計画道路 3・4・18 号整備事業 

○京成本線立体化事業 

○電線類地中化事業 

○駐輪場整備事業 

○コミュニティバス運行事業 

○道路台帳デジタル化整備事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 56.8 ポイント上昇した。 

また、都市計画道路の整備率が 42.3％から

61.0％に上昇するなど、都市機能の向上が図られ

たことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  公共交通の利用促進（コミュニティバス）、渋滞の解消によるＣＯ２排出量の低減 

安 全 安 心  道路拡幅による歩行者の安全確保、歩行者自転車空間づくり 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  歩道の段差解消、電線類地中化、歩行空間のユニバーサルデザインによる整備（人にやさしい道づくり） 

健 康  歩行者自転車空間づくり（自転車走行、歩行者ネットワークの形成） 

文 化  コミュニティ道路（寺町通り、中山参道等） 

子 育 て  幼児２人同乗用自転車やベビーカーなどでの円滑な移動に配慮した歩行空間や自転車空間、キッズゾーンの整備 

教 育  交通安全教室の開催 

協 働  コミュニティ道路、駅周辺道路整備における商店会との協働 

地 域 経 済  外環などの道路の開通による経済の活性化 

Ｉ Ｃ Ｔ  道路台帳のデジタル化 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策23 下水道 

下水道では、施策の目標である、水環境の良好な保全と整備を図るため、下記の実施計画事業に

取り組みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

下水道整備の普及、地球温暖化、リサイクルの推進、大規模災害への対応、下水道設備の老朽化 

 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○水道事業特別会計 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 29.1 ポイント上昇した。 

また、下水道普及率が 66.3％から 75.3％に上昇

したほか、外環道路事業に合わせて雨水の幹線管

渠やポンプ場を整備するなど、下水環境の向上が

図られたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  水洗化による水質の改善 

安 全 安 心  浸水の防除 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ   

健 康  公衆衛生の向上 

文 化   

子 育 て   

教 育   

協 働  事業者と協働して事業を推進 

地 域 経 済  公共事業の実施、不動産価値の上昇 

Ｉ Ｃ Ｔ   
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策24 住宅・住環境 

住宅・住環境では、施策の目標である、健康で安全・安心して暮らせる住まいとまちづくりの実現、

良好な住まいと地域に根ざしたまちづくりの実現を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

東日本大震災を教訓とした防災意識の向上、大型台風による被害の増加、集中豪雨の増加、都市集中化による土地価格

の上昇、オリンピック需要による建設費の高騰、危険ブロック塀の対策推進、空家等対策の推進に関する特別措置法の制

定、都市の低炭素化の促進に関する法律の制定、水災害リスク等が高い区域における開発抑制の強化      など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○耐震診断・改修助成事業 

○住宅防災リフォーム推進事業 

○本八幡駅北口 A地区市街地再開発事業 

〇空家対策事業 

【10 年間の事業額推移】 

 
➂ 設定した目標値に対する現状の数値 

  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 21.3 ポイント上昇した。 

また、耐震住宅の割合が 85％から 92％に増加す

るなど、住環境の向上が図られたことがうかがえ

る。 

 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  住宅の長寿命化、長期優良住宅・低炭素法・建築物省エネ法の認定 

安 全 安 心  マンション管理支援、住宅リフォーム相談、耐震相談、耐震診断・改修費用助成および危険ブロック塀等除

却費用助成等による地震に強い住宅づくりの推進、市街地再開発事業による災害に強い住宅の整備 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  市街地再開発事業におけるﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の認定、千葉県福祉のまちづくり条例における適合証交付 

健 康   

文 化  地区計画、建築協定、緑化協定等による文化的な住環境の保全 

子 育 て  子育て世帯同居・近居スタート応援補助金 

教 育  マンション管理セミナー 

協 働  市民・NPO 等によるまちづくり（住環境づくり）の支援、住民同意による地区計画、景観協定等づくり 

地 域 経 済  住宅性能表示制度の普及促進 

Ｉ Ｃ Ｔ   
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策25 公共施設 

公共施設では、施策の目標である、公共施設等の有効的、効率的な活用を図るため、下記の実施

計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

東日本大震災、耐震改修促進法、公共施設の老朽化、公共施設管理計画の策定、通学路のブロッ

ク塀の安全確保対策 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○公共施設耐震改修事業 

○庁舎整備事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 30.77 ポイント上昇した。 

公民館の利用者数が 979,635 人から 789,825 人

に減少するなど、公共施設の在り方について検討

していく必要があると考えられる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  環境に配慮した建築建材の採用、ＬＥＤ照明等の導入、住環境に配慮した色彩や地域

にあった植栽等に考慮した施設 

安 全 安 心  耐震改修工事の実施、防犯、防火などの措置 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  ユニバーサルデザインによる公共施設整備 

健 康  公共施設における受動喫煙防止対策 

文 化  地域特性・歴史・文化等に配慮した施設の整備、埋蔵文化財の確認 

子 育 て  授乳室の設置や乳幼児に対応したトイレの改修 

教 育  議場を開放して模擬議会を開催し、地方自治と議会などに対する知識を高める 

協 働  自治会やＮＰＯ法人等による公共施設の利用、清掃、管理 

地 域 経 済  公共事業の実施、地域財産の創出、地域価値の向上 

Ｉ Ｃ Ｔ  公共施設予約システムの整備 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策26 土地利用 

土地利用では、施策の目標である、都心に近い住宅都市として魅力ある市街地の形成、都市経営

の観点から効率的で適切な土地利用の誘導、地域ごとの特性を活かした持続可能な地域づくりを図

るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

東日本大震災を教訓とした防災意識の向上、都市再生特別措置法改正による立地適正化計画の制度化、国によるｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ・ﾌﾟﾗｽ・ﾈｯ

ﾄﾜｰｸの推進、水災害ﾘｽｸ等が高い区域における開発抑制の強化、生産緑地法改正（都市農地の位置づけの転換）、都市公園法改正（Park

－PFI 等）、広域幹線道路整備（東京外郭環状道路の開通、都市計画道路 3･4･18 号の開通）、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ需要による土地利用の変化  など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○塩浜地区整備事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 16.8 ポイント上昇した。 

また、市川塩浜第１期土地区画整理事業が行わ

れるなど既成市街地の再整備率が 7.2％から

28.2％に上昇するなど、魅力ある地域づくりの推

進が図られたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  農地や緑地の確保、塩浜土地区画整理事業地内での公園整備、地区計画による適切な土地利用の誘導 

安 全 安 心  塩浜護岸整備、市街地再開発事業によるまちの防災性向上、共同溝の整備 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  ユニバーサルデザインによる市街地整備、塩浜都市整備 

健 康  地域における貴重な緑の資源の保全による健康増進への寄与 

文 化  歴史的資源や文化的資源の維持・保全に配慮した土地利用 

子 育 て  保育園等の設置促進のための税制優遇 

教 育   

協 働  市川駅周辺地域のまちづくり、塩浜地区まちづくり 

地 域 経 済  市街地整備、基盤整備、塩浜都市整備による経済活性化 

Ｉ Ｃ Ｔ  地図情報システム（いち案内）による都市計画情報の提供 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策27 景観 

景観では、施策の目標である、「水と緑」・「歴史と文化」を生かした景観の形成、まちの個性に彩

られた表情豊かな景観の形成を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

景観重点地区の指定を踏まえた景観条例の改正、景観計画の改正、景観協定数の増加、電線類地

中化、緑地保全、訪日外国人の増加、美しい国づくり、国による景観まちづくり刷新支援事業の推

進                                        など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○中山参道地区街なみ環境整備事業 

○都市景観形成事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 30.4 ポイント上昇した。 

また、景観計画特定区域・景観協定区域等の件

数が 1 件から 8 件に増加するなど、良好な景観の

形成が図られたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  景観計画による緑化の推進 

安 全 安 心  主要駅へのイルミネーションの設置 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  明瞭かつ景観に配慮した誘導サイン等の設置 

健 康  景観 100 選マップの配布、ガーデニングボランティアの実施 

文 化  常夜灯周辺地区整備、中山参道地区街なみ整備 

子 育 て   

教 育  イベント出展による啓蒙活動、学校への出前授業 

協 働  協働花づくり事業の実施、ガーデニングボランティアの実施、景観協定、景観活動団体への支援 

地 域 経 済  修景支援による商店街の活性化 

Ｉ Ｃ Ｔ  Ｗｅｂなどにより景観資産及び景観まちづくりの取り組みを公開 
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策28 商工業 

商工業では、施策の目標である、商工業の活性化、適正な計量の推進、食品流通の円滑化を図る

ため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

ネットショッピングや宅配のニーズの増加、キャッシュレス決済の普及、ベンチャー企業の増加、

クラウドファンディングの普及、フィンテックへの注目、プレミアム商品券、地方卸売市場の民営

化 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○商店街活性化補助事業 

○中小企業融資制度等預託金 

○地方卸売市場事業特別会計 

【10 年間の事業額推移】 

 
➂ 設定した目標値に対する現状の数値 

  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 30.9 ポイント上昇した。 

また、市川市における製造品出荷額が 3,624 億

9,088 万円から 3,670 億 7,309 万円に増加するな

ど、商工業の活性化が図られたことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  環境管理対策資金融資制度 商店街灯のＬＥＤ化推進 

安 全 安 心  商店街灯設置・電灯料補助 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ  地域にやさしい商店街推進事業 

健 康   

文 化  地域資源を活かしたイベントへの補助（ほうずき市、てこなまつり） 

子 育 て   

教 育   

協 働  産学官民協働のイベント開催（産フェスタ）千葉商科大との消費動向調査等 

地 域 経 済  商工業に関する取り組み全般、地方卸売市場の民営化 

Ｉ Ｃ Ｔ  起業促進、商店会情報の提供、キャッシュレス決済の普及 



39 

（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策29 都市農業  

都市農業では、施策の目標である、環境に配慮した農業の推進、活力に満ちた農業の推進、市民

に親しまれる農業の推進を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

地産地消への取り組み、スマート農業への注目、生産緑地法の改正、農業従事者の減少 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○都市農業振興支援事業 

○市川市農産物ブランド化推進事業 

○体験農園事業 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 50.4 ポイント上昇した。 

また、認定農業者数が 52人から 133 人に増加す

るなど活力に満ちた農業の推進が図られたことが

うかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  環境保全型農業の推進（減農薬栽培、園芸用廃プラスチック処理、農薬飛散防止）、 

梨剪定枝炭化の推進 

安 全 安 心  安全安心農産物の確保（農薬散布記録記帳への指導） 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ   

健 康  農産物を通じた食育 

文 化   

子 育 て  小川再生親子ふれあい農園の設置 

教 育  市民農園の設置、ふれあい農園の設置 

協 働   

地 域 経 済  都市農業に関する取り組み全般 

Ｉ Ｃ Ｔ   
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（基本目標3 安全で快適な魅力あるまち） 

施策30 水産業 

水産業では、施策の目標である、持続可能な漁業環境及び経営・流通環境の整備、市民と共存す

る都市型水産業の振興を図るため、下記の実施計画事業に取り組みました。 

➀ 施策をとりまく環境の変化 

漁業従事者の減少と高齢化、日本の漁業・養殖業の生産量減少、水産物消費量の減少 

など 

➁ 主要な施策の実績 
  

【10 年間で推進した事業】 

○市川漁港整備事業 

○水産業振興負担金（うち魚食文化フォーラム分） 

【10 年間の事業額推移】 

 

➂ 設定した目標値に対する現状の数値 
  

【市民満足度の推移】 

 

 

事業の推進などにより、10 年間で市民の満足度

が 58.8 ポイント上昇した。 

また、水揚げ金額が 175,701 千円から 331,818

千円に増加するなど、水産業の活性化が図られた

ことがうかがえる。 

➃ いちかわ いろどりアプローチの１０の視点に基づく取り組み事例 
  
環 境  環境に配慮した漁港の整備、漁場の清掃 

安 全 安 心  市川産の安全な水産物の供給 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ   

健 康  魚食文化フォーラム等による健康食としての魚介類の供給、紹介 

文 化  魚食文化フォーラム等による魚食文化の紹介 

子 育 て   

教 育  魚食文化フォーラム等による魚介類、魚食に関する知識の向上 

協 働  漁協等関係団体との協働 

地 域 経 済  水産業に関する取り組み全般 

Ｉ Ｃ Ｔ   


